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位
置

特
定

イ
ン

フ
ラ

に
か

か
る

実
証

実
験

等
に

よ
る

検
証

実
施

状
況

大
分
類

小
分
類

電
波
マ
ー
カ
ー

赤
外
線
マ
ー
カ
ー

Ｉ
Ｃ
タ
グ

I
C
タ
グ
付

き
視

覚
障

害
者
誘
導

用
ブ

ロ
ッ

ク
Ｑ

Ｒ
コ

ー
ド

タ
グ

地
上

補
完

シ
ス

テ
ム

（
Ｉ

Ｍ
Ｅ

Ｓ
）

照
明

器
具

を
用

い
た

可
視

光
線

通
信

・
高

山
・

銀
座

地
区

に
お

い
て

実
測

・
銀

座
地

区
に

お
い

て
実

測
・

神
戸

地
区

に
お

い
て

実
測

・
電

波
の

放
射

範
囲

は
、

3
～

2
0
ｍ

の
範

囲
で

調
整

が
可

能
（

詳
細

別
紙

）
・

赤
外

線
の

照
射

範
囲

は
約

3
ｍ

（
詳

細
別

紙
）

・
電

波
の

放
射

範
囲

は
、

1
0
～

2
0
ｍ

の
範

囲
で

調
整

が
可

能
（

詳
細

別
紙

）

・
各

地
の

実
証

実
験

を
通

じ
て

検
証

・
銀

座
地

区
の

実
証

実
験

を
通

じ
て

検
証

・
神

戸
地

区
に

お
い

て
実

測

・
電

波
の

放
射

範
囲

が
重

な
ら

な
い

限
り

自
由

に
配

置
が

可
能

・
赤

外
線

の
照

射
範

囲
が

重
な

ら
な

い
限

り
自

由
に

配
置

が
可

能
・

複
数

の
機

器
か

ら
の

電
波

を
選

別
し

て
受

信
可

能
（

詳
細

別
紙

）

・
各

地
の

実
証

実
験

を
通

じ
て

検
証

・
銀

座
地

区
の

実
証

実
験

を
通

じ
て

検
証

・
神

戸
地

区
の

実
証

実
験

を
通

じ
て

検
証

・
ほ

ぼ
確

実
に

位
置

情
報

の
取

得
が

可
能

・
携

帯
端

末
の

向
き

な
ど

の
条

件
に

よ
り

不
確

実
性

が
増

加
・

G
P
S
測

位
と

の
切

り
替

え
な

ど
位

置
特

定
の

確
実

性
に

課
題

が
残

る
。

・
神

戸
地

区
の

実
証

実
験

を
通

じ
て

検
証

・
状

況
に

よ
っ

て
受

信
に

時
間

が
か

か
る

こ
と

が
あ

る
。

【
位

置
情

報
取

得
の

利
便

性
】

　
位

置
情

報
の

取
得

に
あ

た
っ

て
、

ど
の

よ
う

な
動

作
等

が
必

要
と

な
る

か
と

い
っ

た
利

便
性

に
関

す
る

性
能

Ｈ
1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
本

年
度

、
他

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
の

動
向

調
査

に
よ

り
検

証

【
機

器
設

置
の

影
響

・
親

和
性

】
　

シ
ス

テ
ム

の
他

の
機

器
、

他
の

通
信

シ
ス

テ
ム

、
利

用
者

、
公

衆
等

へ
の

有
害

な
影

響
が

な
く

、
ま

た
汎

用
的

な
携

帯
端

末
等

の
関

連
機

器
類

と
も

十
分

に
親

和
で

き
る

性
能

Ｈ
1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
本

年
度

、
他

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
の

動
向

調
査

に
よ

り
検

証

【
調

達
上

の
汎

用
性

】
　

製
造

コ
ス

ト
が

適
正

で
、

誰
で

も
製

造
で

き
る

汎
用

的
な

も
の

か
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
本

年
度

、
他

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
の

動
向

調
査

に
よ

り
検

証

【
知

的
所

有
権

上
の

汎
用

性
】

　
特

許
等

が
存

在
す

る
か

。
オ

ー
プ

ン
な

シ
ス

テ
ム

の
構

成
技

術
と

し
て

適
切

な
も

の
か

Ｈ
1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
本

年
度

、
他

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
の

動
向

調
査

に
よ

り
検

証

【
国

際
標

準
等

へ
の

対
応

】
　

国
際

標
準

等
に

準
拠

し
て

い
る

か
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
本

年
度

、
他

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
の

動
向

調
査

に
よ

り
検

証

【
課

題
の

明
確

化
】

　
技

術
的

な
特

徴
や

課
題

な
ど

、
シ

ス
テ

ム
の

利
用

や
管

理
の

た
め

に
必

要
な

情
報

が
明

ら
か

に
な

っ
て

い
る

か
実

験
結

果
か

ら
確

認
実

験
結

果
か

ら
確

認
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
実

験
結

果
か

ら
確

認
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
実

験
結

果
か

ら
確

認
本

年
度

、
他

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
の

動
向

調
査

に
よ

り
検

証

・
各

地
の

実
証

実
験

を
通

じ
て

検
証

・
銀

座
地

区
の

実
証

実
験

を
通

じ
て

検
証

・
神

戸
地

区
に

お
い

て
過

年
度

に
設

置
し

た
機

器
を

実
地

検
証

・
神

戸
地

区
の

実
証

実
験

を
通

じ
て

検
証

・
一

般
の

機
器

と
同

様
に

対
応

可
能

・
一

般
の

機
器

と
同

様
に

対
応

可
能

・
主

に
屋

内
で

使
用

さ
れ

る
シ

ー
ト

型
タ

イ
プ

に
つ

い
て

は
、

踏
み

付
け

に
対

す
る

耐
久

性
に

改
良

の
余

地
が

あ
る

。
（

詳
細

別
紙

）

・
一

般
の

機
器

と
同

様
に

対
応

可
能

・
各

地
の

実
証

実
験

を
通

じ
て

検
証

・
銀

座
地

区
の

実
証

実
験

を
通

じ
て

検
証

・
神

戸
地

区
の

実
証

実
験

を
通

じ
て

検
証

・
一

般
の

機
器

と
同

様
に

対
応

可
能

・
一

般
の

機
器

と
同

様
に

対
応

可
能

・
一

般
の

機
器

と
同

様
に

対
応

可
能

【
拡

張
性

】
　

情
報

や
機

能
の

更
新

へ
の

対
応

Ｈ
1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
本

年
度

、
他

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
の

動
向

調
査

に
よ

り
検

証

H
1
9
ま
で
の
結
果
を
整
理

今
年
度
実
証
実
験
に
お
け
る
測
定
、
実
績
整
理
、
結
果
等
で
で
確
認
し
た
項
目

他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
動
向
を
調
査
し
た
項
目

本
年

度
、

他
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

の
動

向
調

査
に

よ
り

検
証

Ｈ
1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理

Ｈ
1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理

普
及
性

Ｈ
1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理

本
年

度
、

他
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

の
動

向
調

査
に

よ
り

検
証

Ｈ
1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理

本
年

度
、

他
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

の
動

向
調

査
に

よ
り

検
証

【
位

置
特

定
の

迅
速

性
】

　
位

置
情

報
を

適
切

な
タ

イ
ミ

ン
グ

で
取

得
す

る
た

め
の

通
信

の
迅

速
性

に
関

す
る

性
能

Ｈ
1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理

【
位

置
特

定
の

精
度

】
　

位
置

情
報

を
精

度
よ

く
認

識
で

き
る

性
能

【
機

器
類

配
置

の
自

由
度

】
　

相
互

に
干

渉
・

妨
害

等
が

な
く

機
器

類
を

自
由

な
位

置
に

配
置

で
き

る
性

能
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理

位
置
特

定
イ

ン
フ

ラ

Ｈ
1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
本

年
度

、
他

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
の

動
向

調
査

に
よ

り
検

証

本
年

度
、

他
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

の
動

向
調

査
に

よ
り

検
証

Ｈ
1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理

Ｈ
1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理

本
年

度
、

他
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

の
動

向
調

査
に

よ
り

検
証

要
求
性
能
に
対
応
し
た
検
証
項
目

【
位

置
特

定
の

確
実

性
】

　
位

置
情

報
を

確
実

性
、

信
頼

性
を

も
っ

て
取

得
で

き
る

性
能

【
耐

久
性

】
　

適
用

さ
れ

る
環

境
（

気
象

・
荷

重
等

）
に

対
す

る
耐

久
性

【
維

持
管

理
の

便
】

　
点

検
、

補
修

、
交

換
作

業
の

便

保
守
・
点
検

Ｈ
1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理
Ｈ

1
9
ま

で
の

結
果

を
整

理

技
術
的

要
求
事
項
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位置特定インフラ実証実験等における計測等の概要 
 

①電波マーカーの位置特定範囲の計測 

計測実施場所 銀座、高山 

計測結果 
【銀座】半径３ｍの範囲で電波を放射 

【高山】半径１５～２０ｍの範囲で電波を放射 

考察 

・ 電波の放射範囲は、３～２０ｍと幅広い範囲で
調整が可能 

・ 隣接する位置特定インフラとの干渉などを考
慮して設定することが可能 

 

②赤外線マーカーの位置特定範囲の計測 

計測実施場所 銀座 

計測結果 半径３ｍの範囲で赤外線を放射 

考察 
・ 赤外線マーカーは、３ｍと比較的狭い範囲で位

置特定が可能 
 

③ＩＣタグ付き視覚障害者誘導ブロック（ゴムシート型）の耐久性
の確認 

確認実施場所 神戸 

確認結果 
・ 設置後約３年経過したもののうち、踏み付けの

激しい個所を中心に破損がみられる。 

考察 
・ 踏み付けによる強い衝撃が加わる箇所では、耐

久性に課題 
 

④地上補完システム（ＩＭＥＳ）の位置特定範囲の計測 

計測実施場所 神戸 

計測結果 ・ 10～30ｍまでの範囲で受信可能 

考察 ・ 11ｍ～30ｍの間では受信出来ない部分が発生 
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①電波マーカーの位置特定範囲の計測 
 
 
 
 

3



検
証

対
象

 
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
の

種
別
：
（
 

 
 
電

波
マ

ー
カ

ー
 

 
 

）
 

位
置

特
定

イ
ン
フ

ラ
の

Ｉ
Ｄ
：
（
 

 
 
 

 
T
0
6
8
 
 

 
 

 
）

 

設
置

状
況

 

写
真

 

※
設

置
状

況
が

わ
か
る

よ
う

に
遠

景
、
近

接
の

写
真
を

掲
載

 

 
 

 
設

置
位

置
図
 

※
検

証
対

象
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
に

は
○

を
つ
け

る
 

※
隣

接
す

る
同

種
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
の
位

置
関

係
が
わ

か
る

よ
う

に
記

載
 

 

 

到
達

範
囲

 

測
定

結
果

図
 

※
 
到

達
範

囲
を

図
示

し
、

そ
の
大

き
さ

が
わ

か
る

よ
う
に

距
離

を
記

載
 

 

設
置

箇
所

 

詳
細

図
 

※
道

路
等

周
辺

施
設

と
の
位

置
関

係
が

わ
か

る
図

を
記
載

 

※
対

象
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
は

●
、

隣
接
す

る
同

種
位
置

特
定

イ
ン

フ
ラ

は
●

 
※

設
置

箇
所
と

設
置

高
さ

を
記
載

 

 設
置

箇
所
：
（

 
地

上
 

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

設
置

高
さ
：
（
 

0
.1

m
 

）
 

 

  

特
記

事
項

 

※
検

証
に

よ
り

把
握
し

た
特

記
す
べ

き
事

項
を

記
載

 

 

【
電
波
マ
ー
カ
ー
・
赤
外
線
マ
ー
カ
ー
検
証
結
果
と
り
ま
と
め
様
式
】

様
式

 
１
 

3.
0ｍ
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検
証

対
象

 
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
の

種
別
：
（
 

 
 
電

波
マ

ー
カ

ー
 

 
 

）
 

位
置

特
定

イ
ン
フ

ラ
の

Ｉ
Ｄ
：
（
 

 
 
 

 
T
0
8
0
 
 

 
 

 
）

 

設
置

状
況

 

写
真

 

※
設

置
状

況
が

わ
か
る

よ
う

に
遠

景
、
近

接
の

写
真
を

掲
載

 

 
 

 
設

置
位

置
図
 

※
検

証
対

象
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
に

は
○

を
つ
け

る
 

※
隣

接
す

る
同

種
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
の
位

置
関

係
が
わ

か
る

よ
う

に
記

載
 

 

 

到
達

範
囲

 

測
定

結
果

図
 

※
 
到

達
範

囲
を

図
示

し
、

そ
の
大

き
さ

が
わ

か
る

よ
う
に

距
離

を
記

載
 

 

設
置

箇
所

 

詳
細

図
 

※
道

路
等

周
辺

施
設

と
の
位

置
関

係
が

わ
か

る
図

を
記
載

 

※
対

象
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
は

●
、

隣
接
す

る
同

種
位
置

特
定

イ
ン

フ
ラ

は
●

 
※

設
置

箇
所
と

設
置

高
さ

を
記
載

 

 設
置

箇
所
：
（

 
地

上
 

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

設
置

高
さ
：
（
 

0
.1

m
 

）
 

 

特
記

事
項

 

※
検

証
に

よ
り

把
握
し

た
特

記
す
べ

き
事

項
を

記
載

 

 

【
電
波
マ
ー
カ
ー
・
赤
外
線
マ
ー
カ
ー
検
証
結
果
と
り
ま
と
め
様
式
】

様
式

 
１
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検
証

対
象

 
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
の

種
別
：
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電

波
マ

ー
カ

ー
 

 
 

）
 

位
置

特
定

イ
ン
フ

ラ
の

Ｉ
Ｄ
：
（
 

 
 
 

 
T
0
5
8
 
 

 
 

 
）

 

設
置

状
況

 

写
真

 

※
設

置
状

況
が

わ
か
る

よ
う

に
遠

景
、
近

接
の

写
真
を

掲
載

 

 
 

 
設

置
位

置
図
 

※
検

証
対

象
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
に

は
○

を
つ
け

る
 

※
隣

接
す

る
同

種
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
の
位

置
関

係
が
わ

か
る

よ
う

に
記

載
 

 

 

到
達

範
囲

 

測
定

結
果

図
 

※
 
到

達
範

囲
を

図
示

し
、
そ

の
大
き

さ
が

わ
か

る
よ

う
に

距
離

を
記
載

 

 
設
置

箇
所

 

詳
細

図
 

※
道

路
等

周
辺

施
設

と
の
位

置
関

係
が

わ
か

る
図

を
記
載

 

※
対

象
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
は

●
、

隣
接
す

る
同

種
位
置

特
定

イ
ン

フ
ラ

は
●

 
※

設
置

箇
所
と

設
置

高
さ

を
記
載

 

 設
置

箇
所
：
（

 
電

力
柱

 
）

 
 

 
 
 
 

 
 

 
設

置
高
さ

：
（

 
2
.5
m
 

）
 

 

  

特
記

事
項

 

※
検

証
に

よ
り

把
握
し

た
特

記
す
べ

き
事

項
を

記
載

 

 

【
電
波
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ー
カ
ー
・
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外
線
マ
ー
カ
ー
検
証
結
果
と
り
ま
と
め
様
式
】

様
式
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検
証

対
象

 
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
の

種
別
：
（
 

 
 
電

波
マ

ー
カ

ー
 

 
 

）
 

位
置

特
定

イ
ン
フ

ラ
の

Ｉ
Ｄ
：
（
 

 
 
 

 
T
0
8
6
 
 

 
 

 
）

 

設
置

状
況

 

写
真

 

※
設

置
状

況
が

わ
か
る

よ
う

に
遠

景
、
近

接
の

写
真
を

掲
載

 

 
 

 
設

置
位

置
図
 

※
検

証
対

象
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
に

は
○

を
つ
け

る
 

※
隣

接
す

る
同

種
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
の
位

置
関

係
が
わ

か
る

よ
う

に
記

載
 

 

 

到
達

範
囲

 

測
定

結
果

図
 

※
 
到

達
範

囲
を

図
示

し
、

そ
の
大

き
さ

が
わ

か
る

よ
う
に

距
離

を
記

載
 

 

設
置

箇
所

 

詳
細

図
 

※
道

路
等

周
辺

施
設

と
の
位

置
関

係
が

わ
か

る
図

を
記
載

 

※
対

象
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
は

●
、

隣
接
す

る
同

種
位
置

特
定

イ
ン

フ
ラ

は
●

 
※

設
置

箇
所
と

設
置

高
さ

を
記
載

 

 設
置

箇
所
：
（

 
電

力
柱

 
）

 
 

 
 
 
 

 
 

 
設

置
高
さ

：
（

 
2
.5
m
 

）
 

 

  

特
記

事
項

 

※
検

証
に

よ
り

把
握
し

た
特

記
す
べ

き
事

項
を

記
載

 

 

【
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波
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・
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ー
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検
証
結
果
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り
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式
】

様
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検
証

対
象

 
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
の

種
別
：
（
 

 
 
電

波
マ

ー
カ

ー
 

 
 

）
 

位
置

特
定

イ
ン
フ

ラ
の

Ｉ
Ｄ
：
（
 

 
 
 

 
T
0
6
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）

 

設
置

状
況

 

写
真

 

※
設

置
状

況
が

わ
か
る

よ
う

に
遠

景
、
近

接
の

写
真
を

掲
載

 

 
 

 
 

設
置

位
置

図
 

※
検

証
対

象
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
に

は
○

を
つ
け

る
 

※
隣

接
す

る
同

種
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
の
位

置
関

係
が
わ

か
る

よ
う

に
記

載
 

 

 

到
達

範
囲

 

測
定

結
果

図
 

※
 
到

達
範

囲
を

図
示
し

、
そ

の
大

き
さ

が
わ

か
る

よ
う
に

距
離

を
記
載

 

 

設
置

箇
所

 

詳
細

図
 

※
道

路
等

周
辺

施
設

と
の
位

置
関

係
が

わ
か

る
図

を
記
載

 

※
対

象
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
は

●
、

隣
接
す

る
同

種
位
置

特
定

イ
ン

フ
ラ

は
●

 
※

設
置

箇
所
と

設
置

高
さ

を
記
載

 

 設
置

箇
所
：
（

 
地

上
 

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

設
置

高
さ
：
（
 

0
.1

m
 

）
 

 

  
特
記

事
項

 

※
検

証
に

よ
り

把
握
し

た
特

記
す
べ

き
事

項
を

記
載

 

 

【
電
波
マ
ー
カ
ー
・
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外
線
マ
ー
カ
ー
検
証
結
果
と
り
ま
と
め
様
式
】

様
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検
証

対
象

 
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
の

種
別
：
（
 

 
 
電

波
マ

ー
カ

ー
 

 
 

）
 

位
置

特
定

イ
ン
フ

ラ
の

Ｉ
Ｄ
：
（
 

 
 
 

 
T
1
9
2
 
 

 
 

 
）

 

設
置

状
況

 

写
真

 

※
設

置
状

況
が

わ
か
る

よ
う

に
遠

景
、
近

接
の

写
真
を

掲
載

 

 
 

 
 

設
置

位
置

図
 

※
検

証
対

象
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
に

は
○

を
つ
け

る
 

※
隣

接
す

る
同

種
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
の
位

置
関

係
が
わ

か
る

よ
う

に
記

載
 

 

 

到
達

範
囲

 

測
定

結
果

図
 

※
 
到

達
範

囲
を

図
示
し

、
そ

の
大

き
さ

が
わ

か
る

よ
う
に

距
離

を
記

載
 

※
 
 

 

設
置

箇
所

 

詳
細

図
 

※
道

路
等

周
辺

施
設

と
の
位

置
関

係
が

わ
か

る
図

を
記
載

 

※
対

象
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
は

●
、

隣
接
す

る
同

種
位
置

特
定

イ
ン

フ
ラ

は
●

 
※

設
置

箇
所
と

設
置

高
さ

を
記
載

 

 設
置

箇
所
：
（

 
地

上
 

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

設
置

高
さ
：
（
 

0
.1

m
 

）
 

 

  

特
記

事
項

 

※
検

証
に

よ
り

把
握
し

た
特

記
す
べ

き
事

項
を

記
載

 

 

【
電
波
マ
ー
カ
ー
・
赤
外
線
マ
ー
カ
ー
検
証
結
果
と
り
ま
と
め
様
式
】

様
式
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検
証

対
象

 
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
の
種

別
：
（

 
 

 
電

波
マ

ー
カ

ー
 

 
 

 
 

 
）
 

位
置

特
定
イ

ン
フ

ラ
の
Ｉ

Ｄ
：
（

0
0
0
0
1C
0
0
 
0
0
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00
0
0
 
00
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0
0
0
0
 
00
1
2
6
C
8
1
）

 

設
置

状
況

 

写
真

 

※
設

置
状

況
が

わ
か
る

よ
う

に
遠

景
、
近

接
の

写
真
を

掲
載

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

設
置

位
置

図
 

※
検

証
対

象
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
に

は
○

を
つ
け

る
 

※
隣

接
す

る
同

種
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
の

位
置
関

係
が

わ
か
る

よ
う

に
記
載

 

 

到
達

範
囲

 

測
定

結
果

図
 

※
到

達
範

囲
を

図
示
し

、
そ

の
大
き

さ
が

わ
か

る
よ

う
に
距

離
を

記
載

 

 
 

 
 

 
 

 
 

設
置

箇
所

 

詳
細

図
 

※
道

路
等

周
辺

施
設

と
の

位
置

関
係
が

わ
か

る
図

を
記

載
 

※
対

象
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
は

●
、

隣
接
す

る
同

種
位
置

特
定

イ
ン

フ
ラ

は
●

 
※

設
置

箇
所
と

設
置

高
さ

を
記
載

 
 設

置
箇

所
：
（

 
柱

 
）

 
 

 
 
 

 
 
 

 
設

置
高

さ
：
（

 
3
.
0
m 

）
 

 

特
記

事
項

 

※
検

証
に

よ
り

把
握
し

た
特

記
す
べ

き
事

項
を

記
載

 

 

15
.0
ｍ

 25
.0
ｍ

 

○
 

○
 

○
 

○ ○○○

○ ○
 

○
 

○
 

○
○

 
○

 
○

 

×
 

×
 

×

×
 

×
 

× ×
 

建
物

等
の

影
響

に
よ

り
、

正
円

で
は
な

い
電

波
到

達
範
囲

で
あ

っ
た
と

推
測

。
 

た
だ

し
、

誘
導

す
る

コ
ン

テ
ン

ツ
内

容
、

近
く

の
電

波
マ

ー
カ

（
駅

前
観

光
案

内
所

に
設

置
）

伝
播

範
囲

と

の
調

整
等

を
照

ら
し

合
わ

せ
、

歩
行

者
へ

の
情

報
通

知
の

観
点

か
ら

み
て

サ
ー

ビ
ス

成
立

性
に

特
に

問
題

は

な
か

っ
た

。
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検
証

対
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位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
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：
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電

波
マ

ー
カ

ー
 

 
 

 
 

 
）
 

位
置

特
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フ
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Ｄ
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0
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※
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況
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よ
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に
遠
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接
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掲
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設
置

位
置

図
 

※
検

証
対

象
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
に

は
○

を
つ
け

る
 

※
隣

接
す

る
同

種
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
の

位
置
関

係
が

わ
か
る

よ
う

に
記
載

 

 

到
達

範
囲

 

測
定

結
果

図
 

※
到

達
範

囲
を

図
示
し

、
そ

の
大
き

さ
が

わ
か

る
よ

う
に
距

離
を

記
載

 

 
 

 
 

 
 

 
 

設
置

箇
所

 

詳
細

図
 

※
道

路
等

周
辺

施
設

と
の

位
置

関
係

が
わ
か

る
図

を
記

載
 

※
対

象
位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
は

●
、

隣
接
す

る
同

種
位
置

特
定

イ
ン

フ
ラ

は
●

 
※

設
置

箇
所
と

設
置

高
さ

を
記
載

 
 設

置
箇

所
：
（

 
鉄

柱
 

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

設
置

高
さ
：
（
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m
 

）
 

 

特
記

事
項

 

※
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建
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よ
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な
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範
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と

推
測

。
 

た
だ

し
、

誘
導

す
る
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ら
み

て
サ

ー
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ス

成
立

性
に

特
に
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題

は
な

か
っ
た
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検
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位

置
特

定
イ

ン
フ

ラ
の
種

別
：
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ー
 

 
 

 
 

 
）
 

位
置

特
定
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フ
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Ｄ
：
（

0
0
0
0
1C
0
0
 
0
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※
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遠
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設
置

位
置

図
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ラ
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到
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、
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が
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図
 

※
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周
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位
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関
係
が
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る
図

を
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載
 

※
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位
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定
イ

ン
フ

ラ
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●
、

隣
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す
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特
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●

 
※

設
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と
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載
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、
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で
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到
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範
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で
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た
と
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す
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。
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※
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。
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と
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サ
ー
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成
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性
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し
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。

 
ま
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携
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組
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り
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携

帯
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話
画

面
・

着
信

音
・

振
動
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し

て
し

ま
う

こ
と
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回

避
で

き

た
。
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②赤外線マーカーの位置特定範囲の計測 
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③ＩＣタグ付き視覚障害者誘導ブロック 
（ゴムシート型）の耐久性の確認 
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【調査期日】 

 2009年2月9日（月）PM 

 

【調査作業実施者】 

 凸版印刷株式会社 ICビジネス本部  

 

【調査対象地区】 

 ・JR三ノ宮（西口改札出たところ） 

・神戸空港（2階、３階、４階） 

 

JR三ノ宮調査現場 

 

【調査目的】 

設置されている視覚障碍者誘導用ICタグ（ラミネートタグ改良検討版（PVC白色）の動作 

の有無を確認する。 

 

 

【調査機材】 

 UC端末、白杖リーダ 各１台 

   

 

＊受信できればリーダのLEDが点滅し、UC端末にUcodeデータが表示される。 
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【調査方法】 

白杖リーダを視覚障碍者誘導用ICタグの中心直上の位置で読取りが可能な高さを計測する。 

 

【点字タグ仕様概要】 

 

設置場所 タグ種類 設置年月日 

JR三ノ宮 ラミネートタグ改良検討版（PVC白色） 2005年9月 

神戸空港 ラミネートタグ改良検討版（PVC白色） 2006年1月 

 

 

 

今回調査対象品（ラミネートタグ改良検討版） 

 

項 目 仕 様 

通信周波数 125kHz 

通信モード 独自モード 

通信プロトコル 独自 ISO準拠モード 

通信速度 約4kbps ISO11785 FDX-B 準拠 

  ＊通信プロトコルは独自モード使用にて   

 

 

NO 項目 規 格 

1 本体材質 樹脂シート ：PVC（白色）   

2 寸法 外形    ：下記図による。 

厚さ    ：0.8ｍｍ 

 

 

＜神戸空港設置タイプ＞ 

 

厚さ 0.8mm 

30
0m

m
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ＊タグアンテナサイズは約250×250㎜   

      ＊JR三ノ宮設置タイプは内部一部打ち抜き形状にて 
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＜ご参考＞ 

 

最終仕様品（薄型ラミネートタグ）・・・今回調査対象品とは仕様が異なる。 

 

項 目 仕 様 

通信周波数 125kHz 

通信モード 独自モード 

通信プロトコル 独自 ISO準拠モード 

通信速度 約4kbps ISO11785 FDX-B 準拠 

＊通信プロトコルは独自モード使用にて   

 

 

NO 項目 規 格 

1 本体材質 樹脂シート ：PVC(無色)  

2 寸法 外形    ：図1による。 

厚さ    ：1.0ｍｍ 

 

 

厚さ1.0mm 

27
0m

m
 

50
m

m
 

コイル        チップ   シート  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊タグアンテナサイズは約210×210㎜ 

 

外観イメージ写真 
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【調査結果】 

[全エリア別動作結果] 

地区 調査対象タグ枚数 正常動作数 正常動作率 

JR三ノ宮（西口改札） 20枚 9枚 45％ 

神戸空港 306枚 296枚 97％ 

 

[JR三ノ宮] 

 

・全体マップ 

 

阪
急
電
車
改
札
方
面 

B
A

A

調査対象箇所 

西口改札 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・調査結果 

 

場所 調査対象タグ枚数 正常動作数 正常動作率 

（A）阪急電車改札方面に向かって左側 10枚 6枚 60％ 

（B）阪急電車改札方面に向かって右側 10枚 4枚 40％ 

＊下記黄色は作動、赤は破損を示す。色の付いていない部分は旧式パウチタイプのICタグが実装されており、 

今回の正式な調査対象からは除外とする。 

 

（A）阪急電車改札方面に向かって左側 

阪急方面 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
 

  

 

（B）阪急電車改札方面に向かって右側 

 

阪急方面  

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
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・調査結果一覧表 

 

可否 距離 可否 距離

1 × - 1 × -

2 ○ 26 2 × -

3 ○ 24 改良版 3 × - 改良版

4 × - 改良版 4 × - 改良版

5 × - 5 × -

6 × - 6 × -

7 × - 改良版 7 × - 改良版

8 × - 改良版 8 × - 改良版

9 × - 9 × -

10 × - 10 × -

11 ○ 24 改良版 11 × - 改良版

12 ○ 23 改良版 12 ○ 23 改良版

13 × - 13 × -

14 × - 14 × -

15 × - 改良版 15 × - 改良版

16 ○ 24 改良版 16 ○ 20 改良版

17 × - 17 × -

18 × - 18 × -

19 × - 改良版 19 ○ 24 改良版

20 ○ 20 改良版 20 ○ 22 改良版

備考備考

（B）
阪
急
電
車
改
札
方
面
に
向
か
っ
て
右
側

（A）
阪
急
電
車
改
札
方
面
に
向
か
っ
て
左
側

No. No.

 
 

 

・タグ外観写真(動作不具合) 

 

 

ラミネートタグ改良検討版（PVC白色）実装 

 

 

タグ実装箇所 

旧式パウチタイプ実装 
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[神戸空港] 

・フロア別調査数 

No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 合計

4階 3 3 3 9

3階 3 3 2 2 2 2 2 2 3 3 7 2 2 2 2 2 3 6 5 5 5 6

2階 3 10 3 3 10 3 10 10 3 10 3 3 10 42 48 42 3 3 3 2 3 5 232

総計

5

306
 

 

・2階調査結果 

場所 調査対象タグ枚数 正常動作数 正常動作率 

2階 232枚 225枚 97％ 

 

・2階マップ 

 
 

・ 2階調査位置 

  ＊下記図の赤色部分は動作不具合箇所を示す。 
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・2階調査結果一覧表 
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・3階調査結果 

場所 調査対象タグ枚数 正常動作数 正常動作率 

3階 65枚 63枚 97％ 

 

・3階マップ 

 

・ 3階調査位置 

＊下記図の赤色部分は動作不具合箇所を示す。 
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・3階調査結果一覧表 

可否 距離 可否 距離

1 ○ 13 13 34 ○ 15

2 ○ 12 35 ○ 17

3 ○ 18 14 36 ○ 18

4 ○ 19 37 ○ 20

5 ○ 19 15 38 ○ 14

6 ○ 17 39 ○ 18

7 ○ 19 16 40 ○ 14

8 ○ 20 41 ○ 18

9 ○ 20 17 42 ○ 20

10 ○ 16 43 ○ 18

11 ○ 19 44 ○ 18

12 ○ 17 18 45 × -

13 ○ 14 46 ○ 20

14 ○ 16 47 ○ 21

15 ○ 18 48 ○ 21

16 ○ 16 49 ○ 0 接触

17 × - 50 ○ 20

18 ○ 18 19 51 ○ 14

19 ○ 20 52 ○ 13

20 ○ 20 53 ○ 16

21 ○ 18 54 ○ 14

22 ○ 15 55 ○ 11

23 ○ 18 20 56 ○ 15

24 ○ 20 57 ○ 16

25 ○ 18 58 ○ 14

26 ○ 18 59 ○ 15

27 ○ 19 60 ○ 14

28 ○ 18 21 61 ○ 14

29 ○ 20 62 ○ 15

30 ○ 18 63 ○ 15

31 ○ 17 64 ○ 15

32 ○ 18 65 ○ 13

33 ○ 18

4

5

6

3

11

12

備考No. No. 備考

1

2

7

8

9

10
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・4階調査結果 

場所 調査対象タグ枚数 正常動作数 正常動作率 

4階 9枚 8枚 89％ 

 

・4階マップ 

 
 

 

 

・4階調査位置 

 ＊下記図の赤色部分は動作不具合箇所を示す。 

 

5 6

7

8

9

2 31

4

トイレ
エレベーター

出
入
口

 

 

 

 

 

・ 4階調査結果一覧表 

可否 距離

1 ○ 20

2 ○ 19

3 ○ 19

4 ○ 21

5 ○ 21

6 ○ 20

7 × -

8 ○ 0 接触

9 ○ 20

備考No.

3

1

2
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・タグ外観写真(動作不具合) 

 

 
 

 

椅子 

タグ実装箇所 

 

【全体考察】 

 

 ①JR三ノ宮 

 

・ JR三ノ宮西口改札口付近から阪急改札口改札付近一帯は常時、人の往来が激しく点字タグへの踏みつけ度合い 

  は非常に頻度が高いものと考えられる。 

 

・ 設置から約3年半が経過しており、人の往来の多い中央部分を中心にタグの破損が見受けられる。 

 

・ 点字タグのゴムシート実装の不具合は見受けれない。（点字ゴムシートの設置面に対する接着浮き、表面破損） 

 

・ 旧式パウチタイプの大多数は破損しているが、ラミネートタグ改良検討版（PVC白色）の破損率は、旧式 

パウチタイプほど破損していない。（旧式パウチタイプの破損率は95％） 

 

 ②神戸空港 

 

・ 2階＞3階＞4階と人の往来が激しい順番に破損率が高い傾向が見受けられる。  

 

・ 2階部分は人通りの多いと考えられる空港駅からセキュリティーゾーンへ向かうゾーン、チェックイン 

カウンター前の破損が見受けられる。チェックインカウンター前に椅子やベルトパーテーションスタンドが 

  あり、チップ部分への点接触による直接荷重ダメージがタグの不具合を引き起こしたと推測される。 

 

 ③その他 

 

・ 今回の調査対象品とは仕様が異なる最終仕様品（薄型ラミネートタグ）は今回調査対象のラミネートタグ 

改良検討版（PVC白色）と比較して形状に厚みがあるため、より耐久性が高いものであると期待される。 

 

以上 
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④地上補完システム（ＩＭＥＳ）の 
位置特定範囲の計測 
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ＩＭＥＳ神戸自律移動支援プロジェクト基礎データ取得実験結果報告 

 

２００９年２月２４日 

（独）宇宙航空研究開発機構 

測位衛星技術株式会社 

 

1 実験目的 
 実際の IMES 設置環境下における RF 出力と設置地点からの距離における受信レベル（信

号強度）の依存関係の検証を実施する。 

 

１．１ 実験日   平成２１年１月２９日  

平成２１年１月２０日  

          平成２１年２月６日 

平成２１年２月７日 

 

１．２ 実験場所  三宮連絡通路  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RTI06 送信 IMES 

   

 

 

 

 

 

 

 

RT07 
RT06 

駐車場 

RTI07 

RTI06 

  図 1  実験場所 RTI07 から RTI06 の望む      図 2 実験場所 RTI07 の後方 

（駐車場へ繋がるフロアになっ

ている） 
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 図 3 測定風景 

１．３ 実験内容 

（１） 送信局からの測位範囲の計測 

１つの IMES 送信機からの測位が、可能になる距離を計測する。 

IMES 送信機の出力は、下記の通り、変化させてそれぞれの測位有効距離を測定

した。 

・ ‐６４ｄBm（ATT:０ｄBm） 

・ ‐６７ｄBm（ATT:３ｄBm） 

・ ‐７０ｄBm（ATT:６ｄBm） 

・ ‐７６ｄBm（ATT:１２ｄBm） 

 

（２） ２つの IMES 送信局間での測位計測 

３０ｍの間隔をもつ２つの IMES 間にて測位を行い、測位選択する IMES の確認

及び S/N を計測する。 

両端の IMES 送信機の出力は、下記の通り、変化させてそれぞれの測位有効距離

を測定した。 

・ ‐６４ｄBm（ATT:０ｄBm） 

・ ‐６７ｄBm（ATT:３ｄBm） 

・ ‐７０ｄBm（ATT:６ｄBm） 

・ ‐７３ｄBm（ATT:９ｄBm） 
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２．実験結果 

２．１ 送信局からの測位範囲の計測 

 

２．１．１ 実験手法 

○送信機 RTI06 の出力を変化させ、それぞれの送信出力での IMES 対応 GPS 受信機の測

位の成否地点を計測した。 

○送信機 RT06 の両側にある RTI05 及び RTI07 は、送信を停止し影響のない中で計測を

行った。 

○IMES 送信機の直下を０ｍとし、RTI07 方向から接近し、１ｍ単位にて測位を行い、測

位ができた地点を記録した。 

○実験には、2種類の受信機を使用した。 

○測位は、電源投入から開始し、測位開始ご 1分を超えて測位解が得られない場合を測

位不可とした。 

○測位ができた地点の前後を再度計測し、測位が可能になった地点の測位再現性も確認

した中で、測位可能地点の距離とした。 

○IMES 送信機出力は、ATTdBm の時は、‐６４ｄBm であり、ATT 量を３ｄBステップで増

加させながら、測位可能地点の計測を行った。 

 

２．１．２ 実験結果 

 

                              （ｍ） 

  0dB 3dB 6dB 12dB  送信機 

受信機 A 34 30 30 28  RTI06 

受信機 B 35 29 15 8  RTI06 
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２．２  ２つの IMES 送信局間での測位計測 

 

２．２．１ 使用 IMES設置箇所   

以下の 2地点を使用した。 

RTI-06：PRN182 

RTI-07：PRN181 

 

 

               図 4 実験地点 

２．２．２ 実験手法 

○ 送信機 RTI-06（PRN182）、RTI-07（PRN181）の出力を変化させ、それぞれの送信出

力での IMES 対応 GPS 受信機の測位の成否地点を計測した。 

○ 送信機 RTI-06、RTI-07 のそれぞれ両側にある RTI-05 及び RTI-08 は、送信を停止

し、計測を行った。 

○ IMES 送信機の直下を０ｍとし、RTI-07 方向から接近し、１ｍ単位にて測位を行い、

測位ができた地点で測位 PRN 番号と S/N を記録した。 

*S/N については、受信機の AGC 手法などや数値の表現基準などが、メーカー特有の

為、絶対値としてではなく、共同比較の参考値として使用する。 

○ 実験には、IMES 対応した au W62SH 携帯電話を使用した。 

○ 測位は、電源投入から開始し、測位開始後 1分を超えて測位解が得られない場合を

測位不可とした。 

○ 測位ができた地点の前後を再度計測し、測位が可能になった地点の測位再現性も確

認した中で、測位可能地点の距離とした。 

○ IMES 送信機出力は、ATT＝0dB の時は、‐６４ｄBm であり、ATT 量を３ｄBステップ

で増加させながら、測位可能地点の計測を行った。 
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RTI-06

PRN　182

３０ｍ

①　方向１

RTI-07

 

図 5 計測手順 

 

２．２．３ 実験結果 

 

２．２．３．１ –64dBm （ATT ０ｄB） 

別紙添付資料 図 1参照 

 

２．２．３．２ -67dBm （ATT ３ｄB） 

別紙添付資料 図 2参照 

 

２．２．３．３ -70dBm （ATT ６ｄB） 

別紙添付資料 図 3参照 

 

２．２．３．４ -73dBm （ATT 9ｄB） 

別紙添付資料 図 4参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②　方向２

PRN　18１

RTI-06

PRN　182

３０ｍ

①　方向１

１ｍごとに計測

RTI-07

②　方向２

PRN　18１

１ｍごとに計測
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３．結論（案） 

 

・実験２．１から測位の有効距離が判明した。 実験では、２種類の受信機を使用し

たが、一般携帯電話をプラットフォームとした受信機 B のデータを基準とする。実

験２．２の実験では、同じ受信機 Bを用いた。 

・実験２．１の結果では、 

                            （ｍ） 

  0dB 3dB 6dB 12dB  送信機 

受信機 A 34 30 30 28  RTI06 

受信機 B 35 29 15 8  RTI06 

   

 となった。 

・実験２．２ の２つの IMES 間での測定に上記の結果をベースに結果考察する。 

  

⇒ ２つの信号が混在する中での受信機の挙動 

  ３０ｍの IMES 間隔において、実験２．１の結果を考慮すると 

  ATT 量０ｄB及び３ｄBでは、確実に２つの IMES 信号が混在している中での受信と

なっている。 

 

⇒ ６ｄB、９ｄB（実験２．１ではデータなし）では、両局の中間地点で信号強度が

低下し、測位ができないエリアが存在する可能性がある。 

 

⇒ ATT:０ｄBの結果 

  両局の信号を受信した中の計測で、近距離にある IMES の PRN を選択して測位を行

っていることがわかる。そして中間地点の RTI06 より１６ｍ～１８ｍ付近で選択

PRN が切り替わっている。これは、測定方向１，２とも同じ傾向を示している。 

  

⇒ ATT:３ｄBの結果 

  両局の信号を受信した中の計測で、近距離にある IMES の PRN を選択して測位を行

っていることがわかる。そして中間地点の RTI06 より１３ｍ～１５ｍ付近で選択

PRN が切り替わっている。これは、測定方向１，２とも同じ傾向を示している。 

  距離による信号レベルの減衰に関して、０ｄBと比較して、大きな減衰は見られな

い。 
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⇒ATT:6ｄB の結果 

 計測方向２のみ３０ｍ区間を継続して測位ができた。計測方向１では、２０ｍ及 

１１ｍ地点で測位ができなくなった。実験２．１では、１５ｍとなっていたが、５ 

程短くなっている。方向２では、１６ｍ地点で PRN が切り替わっている。 

 

⇒ATT:9dB の結果 

 両方向とも中間地点で測位ができなかった。方向１では、１０ｍ（１２．１３ｍで

は測位ができた）及び１９ｍ以内で測位が可能になっており、方向２では、１０

ｍ及び１６ｍ以内で測位が可能であることが判った。 

 

 

 

   

 

                               以上 
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